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A.研究目的 

 遺伝情報を基にしたテーラーメイド医療を目

指した創薬のためには十分な臨床情報を伴う

DNA 収集が極めて重要である。このとき、臨床 

的になんらかの分類をし、遺伝子多型との関連を

解析することで遺伝情報の意味づけがより明確

になることがありうることは容易に想像される。 

パーキンソン病(PD)臨床分類の分類要素として、

昨年度は非運動症状に注目して研究を進め、１）

PD 発症前から存在することが知られている症状、

２）比較的できるだけ薬剤の影響を受けない症候

であることが望ましいと考えた。うつ、RBD 等

についての検討を進めた。今年度はいまだ確立し

ていない強迫性障害のスクリーニング質問票の

日本語版を作成し、妥当性を評価し、病型分類を

役立てることを目的とした。 

 

B.研究方法 

 PD における強迫性障害のスクリーニング質問

票としては、ペンシルバニア大学で開発された、  

Questionnaire for Impulsive-Compulsive 

Disorders in Parkinson’s disease (QUIP)が最

も使用されており、これを用いることとして、作

成者(Dr. Weintraube, Dr. Voonら)の許可のもと、 

 

 

日本語版を作成し(翻訳及び逆翻訳)、PD 患者 118

人を対象に構造面接により、妥当性の検証を行っ

た。構造面接の内容については Dr. Weintraub よ

りの指示にしたがった(Mov Disord. 2009;24: 

1461-1467)。 

 

 (倫理面への配慮) 

当院倫理委員会の許可のもと、臨床研究に関する

倫理指針に沿って研究を実施した。 

 

C.研究結果 

 各 ICD の感度/特異度/positive predictive 

value (PPV)/area under the curve (AUC)は、 

以下のとおりであった。 

項目 n 感度 
特異

度 
PPV AUC 

病的賭博 7 0.71 0.95 0.5 0.84 

性的逸脱行動 6 0.67 0.93 0.33 0.73 

病的買い物 6 0.5 0.94 0.3 0.73 

反復常同行動 13 0.36 0.9 0.33 0.63 

趣味への没頭 18 0.5 0.89 0.5 0.69 

歩き回り 6 0.17 0.98 0.17 0.56 

 

病的食事は診断該当なし。強迫的薬剤の使用は 1
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人のみであった。特異度は高いが、感度は病的賭

博では 0.7 を超えているが、他は 0.7 未満で、低

い結果であった。 

何れかの ICD の有病率は 27%だった。ICD 有群

では ICD 無群に比較して、男性の割合が有意に多

く、検査時年齢、発症年齢が有意に低く、

LED(levodopa equivalent dose)およびドパミン

受容体作動薬を内服している割合は有意に高か

った。 

 

Ｄ.考察 

 QUIP の感度が十分でなかった理由としては、

質問紙の文章の理解不足、患者の病識不足、隠ぺ

い特性などが考えられた。趣味への没頭などは本

人は問題行動とは考えていないために比較的抽

出しやすいが、賭博や、性的逸脱行動については、

隠す傾向にあり、注意深く、適切な面接技法が必

要であることから、わが国では自記式ではなく、

質問紙法の運用に臨床心理士を入れるべきと考

えられた。 

いずれかの ICD は PD 患者の 27%に認め、病

型分類の要素として十分有用と考えられた。ICD

については、PD 以外の病的賭博や、薬物中毒の

感受性遺伝子との関連が興味深いと考えた。 

 

Ｅ.結論 

パーキンソン病における衝動性障害スクリーニ

ング質問票(QUIP)の日本語版作成と妥当性の検

証を行った。運用には臨床心理士の関与が望まし

いと考えられた。ICDは PD患者の 27%に認められ、

病型分類の要素といて有用であると考えれた。 
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